<The Eye of the Dragon : Resources and Memoranda> “Provincial Toys of  Manchuria (Goods Gathered from Old Manchuria)” by 伊藤 三郎 & Ito Saburo








その他のタイトル <The Eye of the Dragon : Resources and
Memoranda> “Provincial Toys of  Manchuria
(Goods Gathered from Old Manchuria)”
URL http://hdl.handle.net/2241/117548
























































































































































































































































































ろう O 密録の解説にも、 rl奇一玩具や向ーの型
からとった物の地名が異なり、混乱したjとあ
るが、それは産地と考えたから混乱したのであ
って、採集地なら、異なるのが当然ではない
か。
では地名を「採集地jと明記せず、あたかも
「産地jのようにしたのは誰で、何のためであ
ったのか?日満州(大連)から日本への玩具
のルートを辿っていくと、仲介者として須知善
一氏が浮んでくる O 彼はと満州郷土玩具とにつ
いてたくさんの記事を書いている O それ等によ
ると、日本のコレクターへの直接送付及び日本
の業者への卸売を独占しただけでなく、日本へ
の全ての輪入に関わっている。また国策会社
「満鉄」はじめ各方面に顔がきき、全土の採集
者(在「満j邦人等)を手足の如く使ってい
る。
何故あたかも産地のように見せたかについて
も、須長fJ氏の記事から推察できる O 満鉄広報誌
に載せた「満州郷土玩具案内(連京線の部)J
には大要次のように言う。 と(満州の)郷土玩
具はかつて漢民族にもたらされたものだが・
長年満州、iの風土に培われ・-近代文化の嵐にも
-212ー
さらされなしい・素朴、純真なものとして残っ
た。と この文章に「毘Jという字を加えれば、
彼の意図が明瞭になる O つまり「満州(毘)に
残った玩具は、満州(国)の物であって、中国
のものではないjというのである O 近現代史を
思い出してみよう O須知氏が活躍した昭和初期、
昭和6年 (1931年)にj持州事変勃発。これは日
本関東軍が謀略で東北三省を占領したものであ
るO 蒋介石がこれを日本の侵略として国際連盟
に提訴、リットン調査留がやって来る O 日本は
1932年、 j専儀を皇帝とするカイライ政権「満州
国Jを建て、これに対抗した。当然「満州国の
文化なるもの」を対外的に示さなければならな
くなった O 日本から多くの文化人が呼ばれ、
1日満州jの絵や小説を発表した O 当時は郷土
玩具ブームである O 中国の民間玩具をと満州郷
土玩具ミと称、し、「満人jの文化なるものにす
れば、国策にも合致し、須知氏の利益も保証さ
「背背猿J(おんぶ猿)、石、河南省方域
① “背背(ペいペい)"は“輩輩(代々)"
と同音なので、代々出世すると縁起を担ぐ。
② 大猿が小猿を背負う姿は「母子猿J。
その寓意は f多子多福」。
れたのである O 須知氏には、!万、敬首相刺殺犯、
中間畏ーを部下の様に使っていた等、箪の強力
なバックを持っていた併が幾つもあげられてい
る(松原一枝著「幻の大連J)o
今や“満州郷土玩具H は各博物館に入札国
民の文化財となった。もはや須知氏のお墨付き
(誤った情報)を有り難がる時代ではない。 同
じく戦時中に日本に来たものでも、南方信託統
治領から来た資料は、世界の研究者に公開、利
用されているのに、中国民間玩具の「伝世品
(満州郷土玩具)Jがそうならないのは、そこに
「歴史認識J問題が介在し、日本人がふるい歴
史観を捨てきれないためではなかろうか。
では、日本に残った「伝i止品jに、どう対処
すればよいのか?結局、龍野市の麗覧会で計担TI
されたような方式、 l:jq主!の専門家を加えて整理
し直すのがよいと思う。それも早い方がよい。
高齢化が中国でも進んでいるから O
「繋人・孫軍団J(罵のタテガミ人形・悟空軍
毘)、紙・土・鰯毛・金属、北京
中居的動く玩真。銅製の血を叩くと、 ド
ラの音と共に人形が京劇の立ち回りをする。
